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 当初の予定よりも遅れて始まった二学期の給食ですが、おかげさまで、１２月２３日をもちまして、

無事、終了することとなりました。給食にご関係の皆様方には、大変お世話になりました。 

 三学期も、安全安心な給食用物資を提供できるよう努めてまいりますので、引き続きよろしくお願

いいたします。 

 

地産地消の推進 

四日市市教育委員会と四日市市農水振興課、三重北農業協同組合、青果物業者、当給食協会が連携

して、「四日市ふるさと給食の日」を定め、地元四日市市の生産物を学校給食に活かす取り組みを始

めてから今年で９年目になります。今年は１２月１６日(木)・１７日(金)を「四日市ふるさと給食の

日」に設定し、この２日間の給食には、四日市市産の生産物を一品でも多く取り入れた献立を以下の

とおり計画しました。 

 

子どもたちがこの取り組みを通して、地元の生産物に関心を持ち、生産に携わる人たちの努力や苦

労に思いを寄せ、その生産物をいただくことへの感謝の気持ちなどを抱いてくれればと願っています。 

 また、四日市市産を念頭に置いた地産地消の取り組みとして、日々の給食に四日市市産の野菜をで

きるだけ多く使用しています。４月からの主な四日市市産の野菜としては、以下のようなものが挙げ

られます。今後も、地産地消の取り組みを様々な形で進めていくことを考えています。 

・たけのこ（川島地区） ・しいたけ（桜地区） 

・キャベツ（県地区）  ・じゃがいも（内部地区 桜地区） 

・水耕ねぎ（保々地区） ・にんにく（桜地区） 

・小松菜（県地区）   ・大根（水沢地区） 

・さつまいも（県地区） ・白菜（県地区） 

・きゅうり（県地区）  ・ブロッコリー（内部地区） 

Ａ班（１２月１６日）・Ｂ班（１２月１７日） 

【献 立】 肉ごはん、地物たっぷりすまし 

汁、みかん、牛乳 

＜四日市市産＞米、たまり醬油、水耕ねぎ、 

みかん、小松菜、中かぶら 白菜 

Ａ班（１２月１７日）・Ｂ班（１２月１６日） 

【献 立】 小型玄米パン、けんちんうどん、 

さつまビーンズ、牛乳 

＜四日市市産＞乾麺、水耕ねぎ、さつまいも、 

       大根、白菜 



衛生監視活動の取り組み 

 当給食協会では、衛生管理事業の一つとして、毎年、いくつか

の業者の工場等を訪問して、衛生監視活動を行っています。当協

会自身で組織する衛生監視委員会(給食担当の校長会副会長の校

長先生、学校教育課指導主事、栄養教諭・学校栄養職員の代表２

名、当協会職員２名の６名で組織)が、衛生監視票の監視項目に

沿って業者の衛生管理状況をチェックするものです。衛生監視を

行う範囲は、業種によって異なりますが、作業をしている場所は

もちろんのこと、トイレの中や配送車両の中まで衛生面の状況を見せてもらっています。 

 今年度の衛生監視活動は、８月２０日（金）に実施しました。対象としたのは、精米業者（２業者）

と青果物業者、食品総合卸問屋の４業者です。６名の衛生監視委員が二手に分かれて、２業者ずつ衛

生監視を行いました。 

衛生監視活動の後、当協会で報告会を持ち、それぞれの業者へ衛生管

理上の改善を求める内容を検討しました。そこでまとめた改善内容を各

業者に知らせ、それぞれ改善に取り組んでいただきました。 

改善した結果については、後日、報告書にまとめて届けていただきま

したが、４業者とも、指摘した改善内容について、どこをどのように改

善したかがよく分かるように、項目ごとに写真を付けるなど、ていねい

な報告書になっていました。 

 今後も、このような取り組みを通して、業者に対して衛生管理の啓発

を進めるとともに、日常的な衛生面での取り組みを促していきたいと思

います。 

 

学校給食用物資納入業者登録審査委員会の開催 

１１月８日（月）の午後３時から、令和４・５年度の学校給食用物資納入業者登録審査委員会（以

下、「本委員会」という）を開催しました。本委員会は２年に１回開催され、公募要項に基づいて応

募してきた業者が、給食用物資を納入する業者としてふさわしいかどうかを審査し認可する委員会で

す。市保健所、市商工農水部、教育委員会事務局、給食関係学校職員、当協会役員の１２名の委員で

構成されています。 

本委員会においては、それぞれの組織や事業所の規模、物資の供給能力、納税状況、衛生管理の実

態等を基に審査が行われました。令和５年度から中学校給食が始まることもあり、各登録業者には、

これまでにも増して、衛生的で良質な給食用物資を安価で

安定的に納入できる能力を有していることが必要となりま

す。さらには、異物混入や製品不良、数量間違い等のトラブ

ルにも、誠意をもって迅速に対応できることが求められま

す。そうした点を踏まえ、委員の皆様方には、様々な角度か

ら厳正に審査していただきました。 

その審査の結果、応募してきたすべての業者が令和４・５

年度における学校給食用物資納入に係る登録業者として認

められることとなりました。 

 


